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子どもの自己と友だちについての記述の発達
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嘉数朝子＊石橋由美＊＊

Ａｂｓｔｒａｃｔ

Ｔｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆｓｅｌｆ‐cognitionandothers-cognitionwasstudiedSubjectswere

６－andlO-yr-oldchildren・Theydescribedthemselvesandthemostpreferedother(friend）．
Ｂｏｔｈｆｏｒｓｅｌｆ‐ｃｏｇｎｉｔｉｏｎａｎｄｏｔｅｒｓ‐Cognition，ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｓｔａｔｅｍｅｎｔｓｃｏｎｔａｉｎｉｎg
descriptionsofpersonalcharactｅｒｉｓｔｉｃｓｉｎｃｒｅａｓｅｄｗｉｔｈａｇｅ，ｔｏｏ・Ｉｔｗａｓｆｏｕｎｄｔｈａｔ

ｓｅｌｆ－ｃｏｇｎｔｉｏｎｗａｓｄｉｆｆｅｒｅｎｔｆｒｏｍｏｔｈｅｒｓ‐ｃｏｇｎｉ･ｔｉｏｎｉｎｌＯ－ｙｒ－ｏｌｄｃｈｉｌｄｒｅｎ・Ｎａｍｅｌｙ，
theydescribedthemselvesusingdescriptionsofnegativepersonalcharacteriｓｔｉｃｓａｎｄ

ｗｉｔｈｔｈｅｌｏｗｌｅｖｅｌｏｆｏｔｈｅｒesreferentdescription・Incontrast，theydescribedothers

usingthewordsofpositivepersonalcharacteristicsandwiththehighlevelofothers（for

thedescribedother）referentdescriptlons,especialywithselfreferentdevelopmentSi-

milaritiesanddifferenｃｅｓｂｅｔｗｅｅｎｓｅｌｆ－ｃｏｇｎｉｔｉｏｎａｎｄｏｔｈer-cognitiondeveiopmentwas
discussed・Ｗｈｉｌｅｔｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆｓｅｌｆｃｏｇｎｉtionothercognitionofchildrena1℃basedon

thegeneralcognitivedevelopment，ｔｈｅｙａｃｃｏｒｄｔｏｔｈｅｉｎｈｅｒｅｎｔｄｅｖｅ]omentalprocess．

子どもの他者記述の発達的変化として，加齢に

ともない記述数が増加することが報告されている

（Scarlett，ｅｔａ１．１９７１）。また，７～８歳頃，

観察可能で具体的な属性や行動，および「良い」

「悪い」などのおおまかな評価による他者記述の

段階から，より抽象的で推測された内面的特性に

よる他者記述の段階へと移行していくことが明ら

かにされている。（Perry＆Ｂｕｓｓｅｙ，１９８４；

Ｓｈａｎｔｚ，１９８３）。との変化はPiagetの認知

発達理論によって説明される。すなわち前操作川

の子どもの思考は事物や事象の表面的特性にとら

われやすいので，外面的属性や行動で他者を認知

する傾向が強い。具体的操作期の子どもの思考は

車物や事象のみかけの変化に関わらず共通する内

的特性を推論する保存操作が可能になるので，内

面的性格特性により他者を認知する傾向が強くなる。

他方，自己についての認知は，他者との交流を

通して他者を認知することと密接に関連し合いな

がら発達していくと考えられる（柏木，１９８３；

麻生，1985；Ｄａｍｏｎ，１９８３）。したがって自己

認知が，他者認知と共通の認知発達を基盤として

成立しているとすれば，Ｆ|己記述と他者記述は共

通の特徴を有していると予想される。また加齢に

ともないそれらの特徴が発達的に変化していくと

考えられる。Harter（１９８３）は自己概念の発

達的変化についてモデルを提示し，幼児期は具体

的行為により自己が記述され，児童期には具体的

行為の諸側面が特性によって統合されると示唆し

ている。Ｋｅｌ１ｅｒ，ｅｔａｌ．（１９７８）は幼児の自己

は観察可能な具体的行為により主に記述されるこ

とを示した。土岐（１９８５），石橋（１９８７）も同

様の結果を得ている。

ところで石橋（１９８７）は，４～６歳児の自由回

答形式の質問法によって得られた自己と仲間につ

いての記述を分析し，力Ⅱ齢にともない両概念とも

＊琉球大学教育学部

*＊札幌医科大学衛生短期大学部一般教育科
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－iIIj方－弱い，やさしい一両万一やさしくない〕，

行為〔遊び（縄跳び）がじょうず_少しじょうず

－じょうずでほない〕，所有〔おもちゃ（木）を

たくさんもっている－少しもっている－あまりも

っていない〕の６項目について，３段階評定を行

わせた。はじめは友達について，次に'１己につい

て行わせた。幼児は，回答が困難だと考えられた

縄跳びと本の項目を除き，性格特性〔強い，やさ

しい〕，行為〔遊び〕，所有〔おもちゃ〕の４項

目について評定させた。

③友達と日己についての日lhiid述以ト・の

３種の質問に対して自由記述させた。はじめは友

達について，次に自己について行わせた。

質問ａ（What）：「○○ちゃんはどんな子です

か？」

質問ｂ（ＬｉＫｅ）：「どんなとき，○○ちゃんを

好きだと思いますか?また,○○

ちゃんのどんなところが好きで

すか？」

質問ｃ（Dislike)：「どんなとき，○○ちゃん

をいやだと思いますか？また，

○○ちゃんのどんなところがい

やですか？」

に日常の具体的行為による記述が増力Ⅱし，「好き

なところ－いやなところ」を分化させていくこと

を示した。しかしその変化は仲間についての方が

自己についてよりも先行していた。土岐（１９８５）

も５歳前半では自己より他者の方が表現しやすく，

５歳後半になるとijM者に表現の差異がなくなって

くると報告している。またＨａｒｔ＆Damonq985）

は，幼児，児童の自己・他者記述の事例を分析し

て，その年齢的変化については吉及していないが,

他者は自己との関わりで記述され，自己は特定の

他者との関わりでiid述されると報告している。し

たがって自己と他者についての記述には，認知発

達に伴う共通の発達的特徴とともにⅢ記述される

対象による差異も予想される。

そこで本研究では，幼児・児童を対象に，自己

と仲間について自由記述を行なわせ，自己・他者

記述の共通の特徴とそれらの発達的変化，及び両

記述の差異を検討することを目的とする。

方法

被験児那綱市内幼稚園児37名〔男児22名，

女児15名，平均年齢６歳２ケ月(５：８－６：８，，

小学４年生36名〔男児18名’女児18名，平均年齢

10歳３ケ月（９：１０－１１：０)〕を被験児とした。

手続き調査用紙を用いて，幼児には個別に

1画間し，１i･譜反応を筆記記録した。反応がすぐに

得られない場合には，質問の理解を容易にするた

めに，質問を繰り返したり，内容を変えない程度

の修正をして再質問をした。小学生には集団的に

実施し，調査用紙に自分で記入させた。

①いちばん好きな友達の選択他者i氾述の

対象はいちばん好きな友だちとした。これは幼児

にとって記述が容易である方がよいと思われたか

らである。「○○ちゃん（被験児）のお友達はだ

れ？クラスのお友達の中で－識に遊んだり，おは

なしするいちばん好きなお友達（以下Ｆと略す）

はだれ？」という質閥で，いちばん好きな友達を

選択させた。さらに，「Ｆちゃんと－諸に何をし

て遊びたい？」という質WI1に対する反応により，

日常的に親しい交わりのあることを確かめた。

②友達と自己の３段階評定「|由記述反応

を容易にするために，訓練として性絡特性〔強（

反応の分類

自由記述反応は，単一の意味内容を含むState

ｍｅｎｔ（１Ｍ－文)に分割された。分割された反応

内容の分類および得点化の例がTable．’に示され

ている。

（ａ）反応タイプ：各被験児のLike-Dislike

質問に対する反応は！「両質問に言語反応する」，

「Like質問に対してのみ言語反応する」，「Dislike

質｢１Ｍに対してのみ言語反応する」，「両質問に対

し無回答」の４カテゴリーに分類された。

（ｂ）記述数：友達と自己についての記述の

Stateｍｅｎｔの数は，各被験児ごとに得点化され

た。ＷｈａｔとＬｉｋｅとDislikeで同じ記述を重複し

て行った場合は，そのうちのひとつだけを得点化

した。

（ｃ）ｉ氾述内容：Stateｍｅｎｔは，それぞれ以

一ﾄﾞの４カテゴリーに分類された。すなわち，

行為：－諾に遊ぶ，遊ぶのが好き，おこ

－５１２－
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TabIelAexampleofSco｢ｉｎｇｆ｢eedescriptions

Fｒｉｅｎｄ Self

Ouestion Response Catego｢y ReslDonse Cate8o｢ｙ

やさしい子です

あかるい子

Vhat あそんだりする

おしゃべりをする人

Ｃ
Ｃ

Ｐ
Ｐ

ｌ
１

Ａ
Ａ

絵がじょうずなところLikeＡ２勉強を積極的にするところＡ２

Oislike たたいたとき

わるぐちを言ったとき

Ａ１いらいらしているときＡ２

Ａ１

Scores

Actions

q1）
（A2）

Ｐｅ｢sonal

Chamcter

‐iｓｔｉｃｓ

３

（２）

（１）

４

（２）
（２）

２
’
５

０
’
４

Total

Note・ＰＣ:PersonalCharacte｢istics：Ａ１:Actionswithahi8hlevelof
othe｢s-｢eferent；Ａ２:ActionswiIhalwleveIofothers「eferent

るなど

性格特性：やさしい，あかるいなど

衣服・身体：黄色い洋服の子，ふとって

いるなど

その他

これはKelleretal.(1978)と石橋(1987）

結果

反応数はそれぞれ各被験児ごとに開平変換

（Ｖ~万年万）されて以下分析された｡幼児について

は，全ての自由記述反応に無反応であった男女児

各１名は除かれ，残り35名について分析された。

評定の信頼性を得るために，本研究の評定者と経

験のある発達心理学研究者の評定の一致度を算出

した。ランダムに選択された38Stateｍｅｎｔにつ

いての反応内容の評定の一致度は８４２％であった。

行為カテゴリーに分類されたものからランダムに

選択された37Stateｍｅｎｔについての特定他者の

関与レベルの評定の一致度は９４．６％であった。

１反応タイプLike-Dislike質問に対する

それぞれの反応タイプの年齢別の人数がＴａｂｌｅ２

に示されている。１０歳児で，両記述と反応タイプ

に有意な迎関が得られた。(Ｘ２＝８．０９，．ｆ＝２，

ｐ＜､０５）。すなわち，１０歳児では友達について

はＬｉｋｅ質問にのみ回答する傾向が強く，したが

って向己についての方が友達よりも好きなところ

といやなところの１１１１１万をiiLl述するものが多かった。

である。これはＫｅｌｌｅｒｅｔａｌ.(1978)と石橋(1987）

の用いたカテゴリーを修正したものである。各カ

テゴリーに分類されたStateｍｅｎｔの数は被験児

ごとに得点化された。

（ｄ）行為カテゴリーにおける特定他者の関与

レベル：行為カテゴリーに分軸された。

Stateｍｅｎｔは，さらに「他者（記述された対象

者にとっての他者）の関与レベルの高い行為

（Ａｃｔｌ）」と「他者の関与レベルの低い行為

（Ａｃｔ２）」に分類され,それぞれのState‐

mentの数力式各被験児ごとに得点化された。「遊ぶ」

という記述は他者関与レベルの高い項目として評

定された。「遊ぶのが好き」という記述は，その

行為に対する個人的な好みの表明と判断して，他

者関与レベルの低い項目として評定された。
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Table2NumbersofsubjectsofeachresponsetyIDetoLikeandDislike

questions

（）:％

Like＆

Ｄｉｓｌｉｋｅ

No-ansverＬｉｋｅ

oｎｌｙ

Dislike

only

６ｙｒｓ

Ｆ｢ｉｅｎｄ

ＳｅＩｆ

ｌＯｙｒｓ
Ｆ｢iｅｎｄ

Ｓｅｌｆ

5（14.3）

3（8.6）

18（51.4）

19（54.3）

10（28.6）

９（25.7）

2（5.7）

4（11.4）

16（44.4）
23（63.9）

17（47.2）
２（5.5）

1（2.8）

5（13.9）

2（5.6）
6（16.7）

Note・Thetotalnumbersofsubjecfsineacｈ８｢Cup（３５ａｎｄ３６ｉｎ６ａｎｄ

ｌＯｙｒｓ８ｒ.）ｕｅ｢ｅｔａｋｅｎａｓ100％，respectively、Ｘ２＝8.09,ｐ<Ｏ１
ｆｏｒｌＯｙｒｓ８ｒ.，ｎｏｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔｆｏｒ６ｙｒｓ８ｒ.．

２記述数ｉ１ＩＩ年齢｛ｉｉｉの【１１１１記述におけるSta‐

tementの数の平均がＴａｂｌｅ３に示されている。２

（年齢：６歳，１０歳）×２（記述対象：友達，自

己）の２要因分散分析が行われた。年齢と記述対

象条件に，有意には至らなかったが，交互作用の

傾向が得られたので（Ｆ（i,69）＝3.38,p＜､10），
単純主効果の検定を行った。１０歳児のState‐

ment数が6歳児より多く(友達：Ｆ（1,138)＝77.99,
ｐ＜、０１；自己；Ｆ（1,138）＝11.67,ｐ＜､01)，
加齢とともに記述数においても分化していくこと

が示された。また，１０歳児では，単一文の数は友

達の方が自己の場合よりも多かった。（Ｆ（1,69）
＝６５８，ｐ＜、０５)。

３記述内容衣服・身体とその他のカテゴリー

を用いた反応は少なかったので，行為，性格特性

カテゴリーについて以下分析された。両年齢群の

行為，性格特性の平均得点がＴａｂｌｅ４に示されて

いる。２（年齢：６歳，１０歳）×２（記述対象：友

達，自己)ｘ２（記述内容：行為，性格特性）の３

要因分散分析が行われた。

年齢と記述内容の有意な交互作用が得られたの

で（Ｆ（1.69）＝４８５，ｐ＜、０５),単純主効果の検

定を行った。行為，性格特性による記述はともに加

齢にともない増jllし(行為：Ｆ（1,138）＝5.26,

ｐ＜、０５；性格特性：Ｆ（1,138)＝２９９６ｐ＜､０１，
６歳児では性格特性よりも行為による記述が多か

った（Ｆ（１６９）＝１５．８５，ｐ＜、０５)。

Tal)ｌｅ３卜IeanlluIllljel･sufstateI11enLs

（）:S、

Objecls

Age Friend Sｅｌｆ

OｙｒｓＬ58（,Jl3）1.58（、37）

ｌＯｙ｢ｓ2.01（、36）1.85（、35）

NCに．NumlbersofeachsubjectYererR7万
LraI1〔:e｢orI11ed．。｢ｈｅ化I1ovingef｢ecLs
HereRi8ni｢icalll：a8exobjecIs（i'＜、
】O)；ａ８ｅａＬ「riend(p＜､01>；臼8ｅ乱
self(p＜､01)iolljCclsallOyrs(Ij＜､05)．

年齢と記述対象と記述内容の有意な交互作用が

得られたので（Ｆ（1,69）＝５．８５，ｐ＜、０５）,単

純主効果の検定を行った。１０歳児の性格特性によ

る記述が，自己では友達より有意に少ないという

結果が得られた。（Ｆ（1138）＝２１．８３，ｐ＜,01)。
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Tahle4Heansco｢eｓｏｆ

ｉｎｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎｓｏｆ

acl・ioI1sandpersonalcha｢ａｃｂｅｒｉｓＬｉｃｓ

ｆｒｉｅｎｄａｎｄｓｅｌｆ

（）:SＤ

ContenbsandObjects

Actions Pe｢sonal-Characteristics

F｢iendSelfF｢iendSelfA8e

、96(､29）

1.20(､38）

、90(､25）

1.50(､29）

Ｌ24(､41）

1.41(､42）

1.25(､41）

1.42(､44）

６ｙｒｓ

１０ｙｒＳ

Note、ＳｃｏｒｅｓｏｆｅａｃｈｓｕｂｊｅｃｔｗｅｒｅＶ~Ｔ志t｢ansformed・Thefollwin8
effectsweresignificant：agexcontents(p<､05)；a8eatactions（
｜J<､05)；ａ８ｅａｔｐｅ｢sonal-cha｢acte｢istics(p＜､01)；ｃｏｎｆｅｎｔｓａｔ６ｙｒｓ
（p<､05)；a8exobjectsxcontenls(p＜､05)；ｏｂｊＢｃｔｓａｔｌＯｙｒｓ／

「'erspnal-clIa｢acteristics('３<､01)．

４特定他者の関与レベル行為カテゴリーに

分麺されたもののうち，「他者の関与レベルの高

い行為」と「他者の関与レベルの低い行為」に分

類されたStateｍｅｎｔ数の平均が，Ｔａｂｌｅ５に示

されている。２（年齢：６歳，１０歳）×２（記述

対象：友達自己）×２（記述内容：他者の関与

レベルの高，低）の３要因分散分析を行った。年

齢と記述対象と記述内容の２次相互作用が有意だ

つたので（Ｆ（1.69）＝４．０６，ｐ＜、０５），ｉｉｉ

純主効果の検定を行った。１０歳児では，他者関与

のレベルの高い行為による記述は自己よりも友達

についての場合が多く（Ｆ（1,138）＝１０３８Ⅲ

ｐ＜、Ｃｌ），逆に他者関与レベルの低い行為によ

る記述は自己の方が友達についての記述より多か

った。（Ｆ（1,138）＝１５０６，ｐ＜、０１）。

Table5Ibleansco｢esofactionswIthCachlevelofothers「efereI1tin

desc｢ｉｐｔｉｏｎｓｏｆｆｒｉｅｎｄａｎｄｓｅｌｆ

（）:sｏ

ContentsandObjects

Aｃｔｌ Act２

Age Ｆ｢iendSelf FriendＳｅｌｆ

1.10(､37）

1.32(､01）

1.02(､33）

1.10(.42）

､88(､28）

.”(､26）

、97(､36）

1.01(､36）

６ｙｒｓ

ｌＯｙｒｓ

Note・Ａｃｔｌ：ActionsHithahi8hl9velofothe｢srefe｢ent；Ａｃｔ２：
ActionswithalDHIevelofothersreferent・ＳＣＯ｢esofeach

subjectvereｲｰﾌﾏ下面ｔ｢ansfonIIed・Thefollowin8effectsHe｢ｅ
significant：a8exobjeclsxcontents(p<､05)；ａｇｅａｔｆ｢iend/ACU
（p＜､05)；ｏｂｊｅｃｔｓａｔｌＯｙ｢s/ＡＣＭ(p＜､01)；ｏｂｊｅｃｔｓａｔｌＯｙ｢ｓ／
Act2(p<､01）

された。しかし,「好きなところ－いやなところ」

の分化には，年齢的変化は見られなかった。

次に記述内容の分析によれば，６歳児の自己と

友だちは性格特性よりも行為により記述される傾

向が強いことが示された。これは他の研究結果と

考察

加齢にともなう自己・他者記述の共通の変化と

してⅢ６～10歳の時期に自由記述におけるState‐

ｍｅｎｔ数増加し，ともに分化がすすむことが示
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一致しており（Keller，ｅｔａＬ１９７８;土岐,1985；

石橋，１９８７)，６歳児が主に外面的で観察.可能な

行動により他者や自己を認知していることを不す

と考えられる。行為や性格特性による鎚述は共に

力１１齢にともない増加し，１０歳児では具体的行為に

よるi;d述も性格特性による記述と同様に優勢であ

った。児童｣0]の加齢にともなう性格特性によるi氾

述の増加は，認知発達により説明できる。つまり

自己と友だちについての記述は共に，具体的行動

の諸側面の統合や内面的特性の推論を１J能にする

ような認知の発達によって，性格特性による記述

を増大させていくと考えられる。

また，６～10歳児の時期の変化として，他者を

記述する場合，記述される他者の行為に示される

特定他者の関与レベルの変化が見いだされた。す

なわち他者を行為で記述する場合，その行為の主

体である他者にとっての別の他者（これは，【迅述

者である自己の場合もある）の関与した行為で記

する傾向が，加齢にともない増大することが示さ

れた。特に記述者自身（自己）とその友達とのNU

の行為によって他者を記述したものが，６歳児で

６名，１０歳児で15名いた。これは児童期に|と|己と

他者の交流を通して，自己との関係で他者を認知

していくlWi向を示しているものと考えられる。し

かし自己についてはそのような特定他者の関与レ

ベルの発達的変化は得られなかった。これは自己

紀述と他者記述の発達のプロセスの差異を示すも

のと考えられる。

自己と友だちについての記述の差異性は10歳児

で示された。１０歳児が自己を記述する場合，いや

なところについても記述するようになり，自己に

ついて好きなところといやなところの両方を記述

するものが増える。他者については好きなところ

のみ回答するものが多い。これは記述対象をいち

ばん好きな友達に限定したためかもしれない。

性格特性記述の内容を見ると，性格特性記述に

使われた語では，６歳児では「やさしい」を使用

するものが，友達については８名，自己について

12名いた。１０歳児では友達については31名，自己

については３名いた。また10歳児の使用する語は

多様化し，特に自己については「積極的でない」，

「気が強い」，「短気」など13種類の否定的な意

味の譜の使用がみられた。つまり10歳児はいちば

ん好きな友達については「やさしい」など肯定的

な意味の語を用いる傾向が強い。このため'0歳児

のの性格特性による記述が自己よりも友達の方が

多くなったと考えられる。自己については特に

Dislike質問に対して多様で否定的な意味の性格

特性語の使用がみられた。これは小学校商学年の

Ｉｉ１尊感情の低下現象（松田，１９８６）と一致する結

果であり，１０歳児の内面的で批判的なi3J点からの

自己意識を反映していると考えられる。

10歳児の他者についての記述は，特定他者の関

与した行為，特に自己の関与した行為で示される。

これはＨａｒｔ＆Ｄａｍｏｎ（１９８５）と一致した結果

である。また，この10歳児の自己に関与する行為

による他者記述は，Honess（１９８０）の示唆した

ように，幼児期の思考の特徴である自己中心性と

いうよりも，自己と他者との共同性を示すものと

考えられる。他方，自己は他者関与レベルの低い

行為でとらえられ，他者と切り離して対象化され

る傾向が見いだされた。

自己・他者記述のこれらの差異性は，1110記述が

共通の認知発達を基盤としつつも，それぞれ独自

の発達プロセスに従っていることを示すものと言

えよう。特に10歳児の自己記述において内面的lUl

1hlや，否定的側面にも目を向け始めることが示さ

れた。他方，他者記述は自己との関係によって表

現されることが示された。このような児童期の自

己・他者記述はその後の青年・成人期の他者や自

己についての内面理解に向って，どのように発展

していくのであろうか。今後の検討課題としたい。

ところで本研究では他者をいちばん好きな友達

に限定した。また，発達年齢的な制約のため，幼

児については話しことばによる概念を，児童につ

いては智含ことばによる概念を取り出し比較した

が，話しことばと害きことばという表現手段によ

る通いも無視できない。したがってここで得られ

た結果を一般化するにはさらに検討の余地があろ

う。たとえば他の多様な関係にある他者について

の認知と自己認知の関係についても今後検討され

る必要があると考えられる。
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